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このような状況に対してバンコク都庁 (Bangkok Metropolitan Administration : BMA) は WHO の健康都市構
想 (Healthy Cities Project) の基本理念を踏襲したバンコク健康都市構想 (Bangkok Healthy City Project) を






研究対象地域はバンコク中央部南端に位置するパンコレム (Bangkholaem) 区(人口 14.5万)のうち第18都立保
健センターの管轄するパンクロー (Bang Khlor) 準区(人口5.6万)にある 5 つのスラム(総人口 9 千)とした。ス
ラム住民の保健医療の現状とニーズを正確に把握し，また地域住民参加型のより効果的，効率的な健康教育，疾病予
防，早期疾病発見，地域診療，地域看護，および環境衛生を促進するために， 5 つの対象スラムのうち 2 つのスラム
(プロジェクト実施地域:地域A) に(1)地域住民の自主的運営によるモデル・ミニ・ヘルス・センター (Mini
Health Center) を設置し (94年 7 月)，そこで(2)地域住民から選ばれ訓練を受けた地域保健ボランティア (Commu­
nity Health Volunteer) が継続的な地域保健活動を実施した。 95年12月までミニ・ヘルス・センターを設置しなかっ







る 2 回の世帯訪問調査により行った。前者には， ミニ・ヘルス・センターにおいて地域保健ボランティアから PHC
サービスを受けたスラム住民各個人についての名前，年齢，性，身長，体重，血圧 (15歳以上)，症状，診断，対処
内容が記載されている。後者はプロジェクト開始前と開始後一年目に実施し(第 1 回調査は94年 6 月 18 日から 7 月 15
日，第 2 回調査は95年 8 月 11 日から 31 日)，それぞれについて 5 つの対象スラムから単純無作為法による世帯抽出を






































本研究のプロジェクト対象地域は，バンコク中央部に位置する 5 つのスラムであるo このうち 2 つのスラムには地
域住民の自主的運営によるミニ・ヘルス・センターを設置し (94年 7 月)，地域住民から選ばれ，訓練を受けた地域











動の実践拠点H として位置づけ，地域保健ボランティアが適切な指導と連携のもと， PHC 活動に従事することによ
り，都立保健センターの機能の強化を図ることが可能であることを示唆している o
本研究は，開発途上国の大都市スラムにおける保健拠点施設が，地域の PHC活動拠点および保健ボランティアと
連携しながら公衆衛生活動を推進することにより，機能強化を図り得ることを明らかにしたものであり，開発途上国
における都市型公衆衛生事業の推進に資する貴重な知見を提示したものとして学位に値すると考えられる。
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